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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日

自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 7,959,936 8,450,813 17,028,764

経常利益 (千円) 1,005,425 1,680,573 1,791,338

四半期(当期)純利益 (千円) 589,281 1,056,173 810,401

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 688,586 1,217,944 695,019

純資産額 (千円) 38,634,248 39,111,194 38,370,836

総資産額 (千円) 44,751,186 45,593,629 43,900,285

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 21.84 39.65 30.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 86.3 85.8 87.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 694,850 298,203 1,969,687

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △634,496 830,764 1,030,293

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △227,714 △471,525 △488,372

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,313,168 8,600,170 7,940,341

　

回次
第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.59 24.43

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第60期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社においても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動の停滞、欧州債

務問題、タイの洪水や歴史的な円高水準による企業業績の下振れ懸念が深刻化するなど厳しい状況が続

きました。その後、米国経済の回復傾向や円高の修正など若干明るい兆しはあるものの、欧州債務問題の

再燃や原油価格の高騰など、先行きを見通せない状況で推移いたしました。

肥料業界におきましては、施肥節減、流通在庫圧縮の定着化や年２回肥料価格を改定する２期制の導入

などにより、農家は価格動向にも敏感となっており各社の競争は激化しております。また、東日本大震災、

福島第一原発事故による被災農地の復旧状況や農産物の安全性への関心の高まりなど、生産や需要動向

に及ぼす影響が懸念されております。

このような状況のもと、主力の肥料事業におきましては、顧客ニーズに対応した土壌分析や技術指導等

の付加サービスを伴う営業活動を推進するとともに、弾力的な価格対応により、新規商材の獲得を含め拡

販を推進し、商社事業におきましては、国際市況と国内需要動向等を注視しつつ受注の拡大に努めてまい

りました。

また、不動産賃貸事業につきましては所有している賃貸物件毎の収益性や稼働率の向上を図り、その他

事業ではホテル・運送・倉庫の各部門とも稼働率や顧客サービスの向上等により収益力の強化を図って

まいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は84億50百万円（前年同期比6.2％増）、営

業利益は10億70百万円（前年同期比24.0％増）、デリバティブ評価損益の改善等もあり経常利益は16億

80百万円（前年同期比67.2％増）、四半期純利益は10億56百万円（前年同期比79.2％増）と増収増益と

なりました。
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セグメント別の概況は以下のとおりです。

（肥料事業）

肥料価格改定に伴う前倒し需要への対応など受注の拡大を図るとともに、生産効率の向上等による原

価低減や経費圧縮に努め収益性の改善を図り、売上高59億30百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益８

億68百万円（前年同期比34.5％増）と増収増益となりました。

（商社事業）

アグリ・化学品とも国際市況の変動や為替水準の影響により原価率が上昇し、経費削減等に努めまし

たがこの影響を補いきれず、売上高17億50百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益１億43百万円（前年

同期比3.6％減）と増収減益となりました。

（不動産賃貸事業）

賃貸物件毎の収益性や稼働率の向上に努めましたが、ＮＦＣ名駅ビルの建替による影響が大きく、売上

高５億72百万円（前年同期比10.1％減）、営業利益２億99百万円（前年同期比3.4％減）と減収減益とな

りました。

（その他事業）

ホテル・運送・倉庫の各部門とも稼働率の向上に努めた結果、概ね前期並みの売上高と収益性を確保

し推移いたしました。その他事業全体では、売上高３億53百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益58百万

円（前年同期比1.1％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ16億93百万円増加し455億93百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が６億59百万円、受取手形及び売掛金が９億35百万円、たな卸資産

が８億20百万円、投資有価証券が６億43百万円増加したことや、有価証券が16億71百万円減少したことに

よるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ９億52百万円増加し64億82百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が11億８百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては、利益剰余金が７億86百万円、その他有価証券評価差額金が１億59百万円増加し

たことや、自己株式の取得により２億７百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ７億40百

万円増加し391億11百万円となりました。この結果、自己資本比率は85.8％（前連結会計年度末87.4％）

となりました。

利益剰余金の変動状況につきましては、四半期純利益の計上により10億56百万円増加し、配当金の支払

いにより２億69百万円減少した結果、前連結会計年度末に比べ７億86百万円増加し237億１百万円となり

ました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ６億59百万円増加し86億円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、２億98百万円（前年同四半期連結

累計期間は６億94百万円の増加）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益に減価償却費を

加えた資金の源泉が19億13百万円ありましたが、仕入債務の増加から売上債権及びたな卸資産の増加を

差し引いた資金の減少が６億48百万円、法人税等の支払いにより２億42百万円資金の減少があったこと

によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は、８億30百万円（前年同四半期連結

累計期間は６億34百万円の減少）となりました。これは主に、債券等の取得による支出が16億96百万円、

有形固定資産の取得による支出が４億58百万円、債券等の償還及び売却等による収入が29億90百万円

あったことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、４億71百万円（前年同四半期連結

累計期間は２億27百万円の減少）となりました。これは主に、自己株式の取得による支出が２億７百万

円、配当金の支払額が２億69百万円あったことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は24,769千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,201,735 29,201,735

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であり
ます。

計 29,201,735 29,201,735― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年１月１日から
平成24年３月31日まで

― 29,201,735 ― 7,410,675 ― 9,100,600
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡辺商事株式会社 名古屋市昭和区広路町字雲雀ヶ岡16番地 5,316 18.20

株式会社Ａ.１ 名古屋市港区大手町４丁目22番３ 1,790 6.13

三井物産株式会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町一丁目２番１号
(東京都中央区晴海１丁目８－12)

1,556 5.32

東邦総合サービス株式会社 名古屋市熱田区桜田町19－18 1,210 4.14

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,141 3.90

渡　邉　　　要 名古屋市昭和区 849 2.90

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川２丁目27－２ 813 2.78

渡　邉　浩　史 東京都文京区 705 2.41

渡　邉　孝　司 名古屋市瑞穂区 521 1.78

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３－１ 506 1.73

計 ― 14,412 49.35

(注)  上記のほか、自己株式が2,687千株（9.20％）あります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,687,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,510,300
265,103 ―

単元未満株式
普通株式

4,335
― ―

発行済株式総数 29,201,735― ―

総株主の議決権 ― 265,103 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東エフシー株式会社

名古屋市港区いろは町
一丁目23番地

2,687,100 ― 2,687,1009.20

計 ― 2,687,100 ― 2,687,1009.20

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年１月１日

から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年３月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,940,341 8,600,170

受取手形及び売掛金 4,752,310 5,687,850

有価証券 3,617,832 1,946,445

商品及び製品 2,227,107 3,162,672

仕掛品 289,765 212,087

原材料及び貯蔵品 1,997,268 1,960,349

その他 390,630 456,334

貸倒引当金 △1,690 △1,265

流動資産合計 21,213,566 22,024,645

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,080,298 3,952,797

土地 13,472,092 13,472,083

その他（純額） 481,246 802,487

有形固定資産合計 18,033,637 18,227,367

無形固定資産 607,946 593,476

投資その他の資産

投資有価証券 3,056,723 3,700,486

その他 994,011 1,049,185

貸倒引当金 △5,599 △1,533

投資その他の資産合計 4,045,135 4,748,138

固定資産合計 22,686,719 23,568,983

資産合計 43,900,285 45,593,629
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,172,252 2,280,524

短期借入金 9,188 15,311

未払法人税等 231,096 591,898

賞与引当金 222,175 223,540

役員賞与引当金 1,000 －

その他 1,962,536 1,524,166

流動負債合計 3,598,250 4,635,443

固定負債

退職給付引当金 24,518 26,041

役員退職慰労引当金 208,401 199,570

その他 1,698,278 1,621,378

固定負債合計 1,931,198 1,846,990

負債合計 5,529,449 6,482,434

純資産の部

株主資本

資本金 7,410,675 7,410,675

資本剰余金 9,100,755 9,100,755

利益剰余金 22,915,068 23,701,396

自己株式 △1,099,958 △1,307,698

株主資本合計 38,326,539 38,905,127

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 44,293 203,724

繰延ヘッジ損益 2 2,342

その他の包括利益累計額合計 44,296 206,066

純資産合計 38,370,836 39,111,194

負債純資産合計 43,900,285 45,593,629
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 7,959,936 8,450,813

売上原価 6,064,507 6,364,504

売上総利益 1,895,429 2,086,309

販売費及び一般管理費 ※
 1,032,272

※
 1,015,721

営業利益 863,156 1,070,588

営業外収益

受取利息 30,308 14,122

受取配当金 15,662 17,910

持分法による投資利益 65,385 95,733

為替差益 7,767 －

デリバティブ評価益 － 538,497

その他 44,301 49,986

営業外収益合計 163,424 716,250

営業外費用

支払利息 2 17

為替差損 － 99,056

デリバティブ評価損 17,454 －

その他 3,699 7,189

営業外費用合計 21,155 106,264

経常利益 1,005,425 1,680,573

特別利益

固定資産売却益 489 134

投資有価証券売却益 1,810 －

退職給付制度一部終了益 74,928 －

その他 1,515 －

特別利益合計 78,743 134

特別損失

固定資産売却損 14,552 －

固定資産廃棄損 1,418 －

テナント移転補償費 78,365 －

特別損失合計 94,336 －

税金等調整前四半期純利益 989,832 1,680,708

法人税、住民税及び事業税 340,542 623,049

法人税等調整額 60,007 1,485

法人税等合計 400,550 624,534

少数株主損益調整前四半期純利益 589,281 1,056,173

四半期純利益 589,281 1,056,173
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 589,281 1,056,173

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 99,241 159,430

繰延ヘッジ損益 62 2,339

その他の包括利益合計 99,304 161,770

四半期包括利益 688,586 1,217,944

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 688,586 1,217,944
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 989,832 1,680,708

減価償却費 272,514 233,274

のれん償却額 1,572 1,572

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,101 △4,491

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,526 1,364

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,277 1,522

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,412 △8,831

受取利息及び受取配当金 △45,970 △32,032

デリバティブ評価損益（△は益） 17,454 △538,497

支払利息 2 17

持分法による投資損益（△は益） △65,385 △95,733

投資有価証券売却損益（△は益） △1,810 －

売上債権の増減額（△は増加） △381,536 △935,540

たな卸資産の増減額（△は増加） △498,478 △820,968

仕入債務の増減額（△は減少） 552,282 1,108,272

前受金の増減額（△は減少） 10,118 △836

その他 △155,903 △83,276

小計 655,425 505,524

利息及び配当金の受取額 41,461 34,720

利息の支払額 △2 △17

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,034 △242,023

営業活動によるキャッシュ・フロー 694,850 298,203

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △4,036,921 △800,000

有価証券の売却及び償還による収入 3,035,018 2,975,621

有形固定資産の取得による支出 △28,535 △458,060

有形固定資産の売却による収入 202,329 144

投資有価証券の取得による支出 △200,572 △896,678

投資有価証券の売却及び償還による収入 317,410 15,100

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

79,203 －

貸付けによる支出 △100,440 △4,480

保険積立金の積立による支出 △42,683 △3,110

保険積立金の払戻による収入 140,088 1,481

その他 605 746

投資活動によるキャッシュ・フロー △634,496 830,764

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △11,813 6,123

自己株式の取得による支出 △23 △207,802

配当金の支払額 △215,877 △269,845

財務活動によるキャッシュ・フロー △227,714 △471,525

現金及び現金同等物に係る換算差額 847 2,385

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △166,513 659,828

現金及び現金同等物の期首残高 5,479,681 7,940,341

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,313,168

※
 8,600,170
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年３月31日）

給与賃金 293,617千円 290,438千円

賞与引当金繰入額 103,288〃 104,381〃

役員退職慰労引当金繰入額 19,087〃 18,348〃

退職給付費用 21,073〃 16,032〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年３月31日）

現金及び預金 5,313,168千円 8,600,170千円

現金及び現金同等物 5,313,168千円 8,600,170千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 215,877 8.00平成22年９月30日 平成22年12月８日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日
取締役会

普通株式 269,845 10.00平成23年３月31日 平成23年６月１日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 269,845 10.00平成23年９月30日 平成23年12月８日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月27日
取締役会

普通株式 265,145 10.00平成24年３月31日 平成24年６月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 5,446,9891,667,414591,0257,705,429254,5067,959,936

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1,164 19,31145,523 65,99889,270155,268

計 5,448,1531,686,725636,5487,771,427343,7768,115,204

セグメント利益 645,815148,529309,8491,104,19357,7161,161,910

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、運送事業及び倉庫事業を含

んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,104,193

「その他」の区分の利益 57,716

セグメント間取引消去 7,940

のれんの償却額 △1,572

全社費用(注) △303,397

その他の調整額 △1,725

四半期連結損益計算書の営業利益 863,156

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 5,927,7121,728,207526,9288,182,848267,9648,450,813

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

2,383 22,19745,487 70,06885,771155,840

計 5,930,0961,750,405572,4158,252,916353,7368,606,653

セグメント利益 868,497143,233299,3751,311,10658,3711,369,477

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、運送事業及び倉庫事業を含

んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,311,106

「その他」の区分の利益 58,371

セグメント間取引消去 7,886

のれんの償却額 △1,572

全社費用(注) △304,252

その他の調整額 △951

四半期連結損益計算書の営業利益 1,070,588

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日)

    １株当たり四半期純利益 21円84銭 39円65銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 589,281 1,056,173

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 589,281 1,056,173

    普通株式の期中平均株式数(株) 26,984,632 26,637,870

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

平成24年４月27日開催の取締役会において、第61期（平成23年10月１日から平成24年９月30日まで）

中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　               265,145千円

②　１株当たりの金額　                          　10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成24年６月１日

(注) 平成24年３月31日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月７日

日東エフシー株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渋    谷    英    司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    加    藤    克    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東
エフシー株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24
年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東エフシー株式会社及び連結子会社の平成
24年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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